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               審   査   の   要   旨 
 
獣害がなぜ発生するのか，その発生メカニズムを理解しないと効果的な獣害対策をとることはできない．
本論文はこの点を踏まえ，野生動物が多く生育する長野県を対象に，獣害の発生メカニズムを地域的視点か
ら解明した斬新な研究である．統計解析，GIS, 聞き取り調査などを駆使して，近年顕在化するシカやクマ
による獣害の発生メカニズムを定性的・定量的に解明するとともに，その成果に基づき獣害の効果的な対策
について論考している．とくに獣害の発生要因を周辺環境や地域構造などに着目し，獣害が生じる空間的な
法則性をみいだしたことは高く評価される．都市化の影響によって，獣害が現れる空間パターンが異なるこ
とを論証したことも，本研究のオリジナリティを高めている． 
本研究で用いた理論や方法論は，長野県にとどまらず他の地域にも応用可能であり，日本各地で頻発する
獣害の軽減対策に大いに役に立つと思われる．本研究で得られた知見は，今後の地域計画や農村政策の貴重
な基礎資料として今後の行政に貢献することが期待される． 
 
 
  
平成27年2月5日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い，
本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によって合
格と判定された． 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
 
 
 
 
 
